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藩士社会の養子と階層移動

一
、
問
題

の
所
在

東

ア
ジ
ア
社
会

の
な
か
に
、
近
世
日
本
社
会
を

お
い
て
み
た
と
き
、
支
配
的
階
層

の
維
持

・
再
生

産

の
シ
ス
テ
ム
が

ユ
ニ
ー
ク
で
あ

っ
た
こ
と
に
気

づ
く
。
社
会
人
類
学
者
ら
に
よ

っ
て
、
日
本

の
武

士
は
同
時
代
の
中
国

・
朝
鮮

の
支
配
的
階
層

で
あ

(
1

)

る
紳
士

・
両
班
と
比
較
さ
れ
る
が
、
決
定
的
な
違

い
が
幾

つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
日
本

の
武
士

の
場
合
、

地
位

の
獲
得

・
継
承
に
、
科
挙
等
の
試
験
が
介
在

(2
)

し
な
い
。
中
国

・
朝
鮮
で
は
支
配
的
階
層

の
再
生

産
に
原
則
的
に
試
験
が
介
在
し
た
。
こ
れ

に
比
べ

武
士

の
地
位

は
世
襲
性
が
強

い
。
「世
禄
制
」
と

よ
ぽ
れ
る
よ
う
に
、
事
実
上
、
近
世
の
武

士
は
俸

禄

の
世
襲
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
る
説
が
有
力
で

(3

)

あ
る
。
こ
の
世
襲

の
さ
れ
方
も
特
徴
的
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
日
本

で
は
、
武
家

の
家
督

・
家
禄
は

一
系

の
長
男
子
が
単
独

で
代
々
継
承

・
相
続

(長

男
子
単
独
相
続
制
)
し
た
。
少
な
く
と
も
、
近
世

中
後
期
に
は
、
そ
れ
が

一
般
原
則
で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
中
国
で
は
家
系

の
継
承
者

は
単
独

で
は
な

(4

)

く
、
私
財
も
均
分
相
続
が
基
本
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

朝
鮮

で
も

一
七
世
紀
後
半

に
均
分
相
続
か
ら
長
男

(
5

)

優
待
相
続
に
移
行
す
る
が
、
日
本
の
よ
う
な
長
男

の
単
独
相
続
と
は
な
ら
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
世
禄
制
と
長
男
子
単
独
相
続
制
の

組
み
合
わ
せ
だ
け
で
は
、
実
は
、
日
本

の
武
士
の

再
生
産
は
難
し
い
。
長
男
子
単
独
相
続
で
は
直
系

家
族

に
な
る
。
世
禄
を

一
子
相
伝
で
世
襲
さ
せ
よ

う
に
も
、
継
子
が
な
く
絶
家
す
る
場
合
が
多
く
な

る
。
そ
こ
で
周
知
の
如
く
、

い
ま

一
つ
す
ぐ
れ
て

(6

)

日
本
的
な

「補
完

シ
ス
テ
ム
」
が
必
要
と
さ
れ
た
。

他
な
ら
ぬ
養
子
制
で
あ
る
。
日
本

の
養
子
制
は
、

非
血
縁
者
で
も
、
世
代
順
が
逆
で
も
、
継
承

・
相

続
を
認
め
る
点

で
特
異
性
を
も

つ
。
中
根
千
枝
氏

が
他

の
東

ア
ジ
ア
社
会
を
念
頭
に

「
日
本
の
よ
う

に
養
子
、
婿
養
子
が
財
産
を
相
続
す
る
権
利
が
あ

る
と

い
う
社
会

は
極
め
て
少
な

い
。」
と
指
摘
す

(
7
)

る
所
以
で
あ
る
。
日
本

の
武
士
は
、
家

に
固
定
さ

れ
た
家
禄

(世
禄
)
を
長
男
子
が
単
独

で
相
続
す

る
。
実
子

・
同
姓
血
縁
者

の
な
い
場
合

に
は
、
異

姓

の
養
子
で
も
相
続
さ
せ
る
。
世
禄
制

・
長
男
子
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単
独
相
続
制

・
異
姓
養
子
制
。
日
本
近
世

の
武
家

は
、
こ
の
三

つ
の
仕
組

み
で
再
生
産
さ
れ

て
い
た
。

こ
れ
が
日
本
の
身
分
制
社
会

の
特
徴
で
あ

る
。
世

襲
身
分
制

で
は
あ

っ
て
も
、
非
血
縁
者
に
特
権

・

地
位

の
継
承
を
許
容
す
る
身
分
制

で
あ

っ
た
。
藩

に
よ

っ
て
は
藩
士

の
ー
一3
以
上
が
異
姓

養
子
相

(8

)

続
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で

一
つ
の
疑
問
が

お
き
る
。
こ
れ
ほ
ど
異
姓
養
子
が
多
け
れ
ば
、
個

人
の
社
会
移
動
が
可
能
と
な
り
、
厳
格
な
身
分
制

が
緩
和
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
な
い
か
と

い
う
疑

問
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
意
識
か
ら
近
世
武
家

の

養
子
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
ず
、
藩
士

の
養
子

の
実
態

(養
子
の
割
合
や
選
択
範
囲
)
を

明
ら
か

に
し
、
次

い
で
武
家

の
養
子
制
と
身
分
階
層
移
動

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
藩
士
社
会

の
養

子
制
が
身
分
階
層

の
開
放
化
機
能
を
も

つ
と
す
る

仮
説
と
、
固
定
化
機
能
を
も

つ
と
す
る
仮
説

の
二

つ
を
提
起
し
可
否
を
検
討
す
る
。

二
、
分
析
対
象

「こ
こ
で
は
長
門
国
清
末
藩
の
藩
士
を
具
体
的
な

分
析
対
象
に
す
る
。
ま
ず
、
清
末
藩
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
清
末
藩
は
萩
藩
毛
利

氏

の
支
流

の
藩
で
あ
る
。
長
門
国
豊
浦
郡

(現
、

下
関
市
)
の
う
ち

一
二
村
と
浦

(港
町
)
二

つ
を

領
有
し
、
表
高
は

一
万
石
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

(
9

)

実
高
は
、
そ

の
二
倍

に
上

っ
て
い
た
。
萩
藩
毛
利

氏

は
、
防
長

二
か
国

に
、
長
府
毛
利

・
清
末
毛

利

・
徳
山
毛
利

の
各
支
流
と
、
岩
国

に
吉
川
家

(明
治
元
年
よ
り
岩
国
藩
)
を
配
置

し
て
、
領
国
を

固
め
て
い
た
。
清
末
藩

は
こ
れ
ら
萩
藩
毛
利
氏

の

三
支
藩

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
成
立
事

情
は
や
や
複
雑
で
あ

っ
た
。
戦
国
大
名
毛
利
元
就

の
孫
輝
元
は
、
慶
長
五

(
一
六
〇
〇
)
年

の
関

ケ

原

の
戦

に
敗
れ
、
防
長

二
か
国

に
減
封
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
輝
元
は
従
弟

の
秀
元
を
長
府
に
配
し
、

長
府
藩
が
成
立
し
た
。

こ
の
長
府

の
毛
利
秀
元
は
、

承
応

二

(
一
六
五
三
)
年
、
幕
府

の
許
可
を
得

て

分
家
を
創
設
し
た
。

こ
れ
が
清
末
藩
で
あ
る
。
清

末
藩
は
、
萩
藩
毛
利
本
家
の
三
支
藩
の

一
つ
で
あ

る
が
、
成
立
の
経
緯
か
ら
い
え
ぽ
、
清
末
藩
は
萩

(10

)

藩

の
支
藩
長
府
藩

の
そ
の
ま
た
支
藩
に
あ
た
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
藩

に
は
良
質

の

「分
限
帳
」

(
H
)

と

「由
緒
書
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
分
限
帳

は
侍

帳
と
も
い
い
藩
士
の
名
簿
で
あ
る
。
近
世
に
は
、

ど
の
藩
で
も
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
清
末
藩

の

分
限
帳
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
分
限
帳

に
は
家
臣

の
姓
名
と
禄
高

・
役
職
の
み
が
記
さ
れ

る
。
と

こ
ろ
が
、
清
末
藩

の
分
限
帳

に
は
、
姓

名

・
禄
高

の
他

に
、
父
母

・
実
父
母
ま
で
が
記
載

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
藩

に

つ
い
て
は

(12

)

様
々
な
時
期

の
分
限
帳
が
多
数
伝
存
す
る
。
な
か

に
は
、
年
齢
や
家
督
相
続

の
年
ま
で
載

っ
た
も
の

も
あ
る
。

一
万
石
の
小
藩
で
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

分
限
帳
が
残
る
例

は
稀
で
あ
る
。
特
に
、
国
文
学

資
料
館
所
蔵

の

一
七
八
五
、

一
八
二
〇
、

一
八
五

四
年
帳
と
、
『下
関
市
史
』
資
料
編

二
所
収

の

一

八
三
〇
年
帳
は
優
れ
た
内
容
を
も

っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
分
限
帳

は
全
国
的

に
も
殆
ど
例
が
な
い
。

記
載
形
式
を

一
七
八
五
年
帳
を
例
に
示
す
。

御
馬
廻

安
左
衛
門
通
居
男
、
母
渡
辺
杢
平
数
女
、
実
河

井
源
右
衛
門

慶
明
弟
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高
弐
百
石

上
岡
枝
村
之
内

黒
河
権
左
衛
門

巳
十
七
歳

越
智
通
行

藤
左
衛
門
慶
虎
男
、
母
黒
河
輪
右
衛
門
邦
通

女
、
実
父
山
沢
平
次
右
衛
門
武
久
、
実
母
入
江

平
兵
衛
乗
奥
女

高
百
五
拾
石

保
木
村
之
内

河
井
源
右
衛
門

楢
崎
村
之
内

源
慶
明

巳
三
十
三
歳

当
主

の
肩
書
き
部
分

に
縁
戚

(父
母
)
や
年
齢

を
記
す
。
養
子
の
場
合
は
実
父
母
も
記
載
さ
れ
る

た
め
、
ど

の
藩
士
が
養
子
で
、
ど
こ
か
ら
養
子
に

入

っ
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
例
外
的
に
情
報
量
の

多

い
分
限
帳
に
よ
り
、
清
末
藩

に
関
し
て
は
藩
士

(
13

)

全
員

の
養
子
婚
姻
が
分
析
で
き
る
。
こ
れ
が
清
末

藩
を
分
析
対
象
に
し
た
理
由
で
あ
る
。

清
末
藩

に
は
、
も
う

一
つ
養
子
制
研
究

に
貴
重

な
史
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
「
旧
藩
士
由

緒
書
」

で
あ

る
。
明
治
二
九

(
一
八
九
六
)
年

に
旧
清
末

藩
士
が
自
家

の
由
緒
を
旧
主

の
清
末
毛
利

家
に
提

出
し
た
書
上
で
あ
る
。
現
在
、
三
分
冊

の
う
ち
の

二
冊
、
全
藩
士

の
約
半
数
、
九
二
家
分
が
残

る
。

た
だ
、
明
治
期

の
作
成
だ
け
に
、
近
世
初
頭

の
由

緒
や
細
か
な
内
容
を
無
批
判
に
は
利
用
で
き
な
い
。

し
か
し
、
各
家
に
伝
存
す
る
古
文
書

・
古
記
録
を

(
14

)

も
と
に
記
さ
れ
、
基
本
事
項
は
概
し
て
正
確
で
あ

る
。
歴
代
当
主
の
名
や
実
子

・
養
子

の
別
な
ど
は
、

他

の
史
料
、
分
限
帳
等
と
照
合
し
て
信
頼
度

は
高

い
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
こ
の
由
緒
書
は
、
代
々

の
当
主

の
実
子

・
養
子
の
別
を
明
記
す
る
。
ま
た
、

明
治
以
後

の

「清
末
士
族
」

の
動
向
を
知
り
う
る
。

家
に
よ

っ
て
は
、

一
六
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
末
ま

で
約
三
〇
〇
年
間

の
歴
史
が
追
え
る
。
清
末
藩
は

僅
か

一
万
石
、
藩
士
数
二
〇
〇
家
た
ら
ず
の
小
藩

な
が
ら
、
藩
士
集
団

の
濃
密
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

サ
ン
プ

ル
・
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
が
、
精
密
な
分
析

が
可
能
で
あ
る
。
家
老
か
ら
茶
坊
主
ま
で
、
全
藩

士

の
養
子

・
婚
姻
を
数
百
年
単
位

で
調
査
で
き
、

そ
の
意
味
で
は
、
得
が
た
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
。
以
下
、
こ
の
清
末
藩

の
分
限
帳
と
由
緒
書

を
も
と
に
分
析
を
進
め
る
。

三
、
養
子
相
続
の
実
態

藩
士
の
養
子
相
続
は
、
そ
も
そ
も
、
ど
の
程
度

の
割
合
を
占
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
か
ら
、
藩
士

の
家
は

「少
な
く
と
も
全
相
続
例

(
15

)

の
う
ち
四
割
前
後
も
が
養
子
」
と
さ
れ
る
。
藩

に

よ
る
違

い
は
あ
れ
、
養
子
相
続
率
が
三
～
四
割

に

上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

長
期
的
に
み
た
養
子
相
続
率

の
趨
勢
、
養
子
の
選

択

の
さ
れ
方
な
ど
、
養
子
相
続
の
実
態

に
は
不
明

な
点
が
多
く
、
研
究
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
清
末
藩

の
養

子
相
続

の
実
態
分
析
か
ら
入
り
た
い
。

1

清
末
藩
士
の
階
層
構
成

最
初

に
清
末
藩

の
藩
士
数
や
階
層
構
成
を
提
示

し
て
お
く
。
清
末
藩

の
藩
士
数
と
家
格

の
区
分
を

表
1
に
示
す
。
清
末
藩

に
は
、
家
老
か
ら

(茶
)

坊
主

・
足
軽

・
中
間

・
大
工

・
細
工
人
ま
で
全
て

加
え
て
約
三
六
〇
人
の
家
臣
が
い
た
。
こ
の
う
ち

世
襲

の
武
士
の
家

は
、
家
老
か
ら

(茶
)
坊
主
ま

で

一
六
〇
家
前
後

で
あ
る
。
明
治
に
至
り
、

こ
の

階
層
が
足
軽
の

「卒
」
と
区
別
さ
れ

「士
族
」
と

な

っ
た
。
明
治
初
年

の
清
末
藩
総
人
口

(戸
数
)

は

一
一
、
〇
四
九
人

(二
、
四
七
六
軒
)
で
あ
る
。
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表1清 末藩士の家格階層

家格 1785年 1820年 1830年 比

家老 3 2 3 o.s%

中老 2 o.o%

番頭 2 1 0.3

馬廻 48 49 40 11.1

中小姓 54 46 44 12.2

手廻 51 45 45 12.5

並手廻 12 13 !3 3.6

坊主 12 10 11 3.0

無格 1 o.o/

小計 184 166 157 43.5

足軽 冖 一 81 22.4

厩之者 一 一 20 5.5

中間 一 一 75 20.8

船手 一 一 7 1.9

大工 一 一 14 3.9

細工人 一 一 7 1.9

小計 一 一 204 56.5

総計 一 一 361 100.9

そ

の
う
ち
士
族
は
八
四
八
人

(
一
九
五
軒
)
で
約

(
16

)

 八
%
に
あ
た
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
行
う
分

析
は
総
人
口
の

一
割
弱
を
占
め
る
藩
士

(士
族
)

の
全
数
調
査
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
清
末
藩

に
は

大
別
し
て
、
家
老

・
中
老

・
番
頭

・
馬
廻

・
中
小

姓

・
手
廻

・
並
手
廻

・
坊
主
と
よ
ぼ
れ
る
家
格
階

層
が
あ

っ
た
。
天
明
か
ら
幕
末
ま
で
、
そ

の
構
成

出典:「清末藩分限帳」

表2清 末藩士の禄高構成

禄高 1785年 1820年 1830年 1858年 計

350石

250

230

200

150

130

120

100

90

80

70

1

1

3

3

2

1

5

1

2

2

1

1

1

1

1

4

5

2

1

1

3

3

1

3

1

1

1

3

2

3 9%

60

50

45

40

35

30

28

25

4

19

1

20

7

24

4

7

14

25

5

19

1

4

6

10

23

3

20

2

7

8

24

2

17

4 42

24

23

20

18

17

15

1

52

8

7

5

1

1

56

2

3

4

1

46

8

4

7

2

43

7

5

12 41

14

13 9

1

8

2

10 8 6%

(空白) 2 1 1 15 3%

合計 184 166 157 165 100

 

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
藩
士

の
総
数
は
や
や
減

る
が
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。

以
上
は
家
格

に
よ
る
区
分
で
あ
る
が
、
藩
士
は

そ
の
俸
禄
の
高
下

で
も
階
層
化
さ
れ
て
い
る
。
表

2
は
清
末
藩
士

の
禄
高
構
成

で
あ
る
。
家
老
か
ら

坊
主
格
ま
で
が
、
三
五
〇
石
か
ら

一
三
石
ま
で
に

分
布
し
て
い
た
。
明
治
に
入
り

「上
士
」
と
さ
れ

出典:「 清末藩分限帳」

 

た
七
〇
石
以
上

の
藩
士
は
上

の
約

一
割
に
す
ぎ
な

い
。

一
万
石

の
小
藩
だ
け
に
、
藩
士
の
多
く
は
五

〇
石
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
小
藩
に
特
有

の
少
禄

に
集
中
し
た
分
布

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
な
か
に

も
厳

然
と
階
層
が

あ

り
、
馬
廻

(約

四
〇
石
以

上
)
・
中
小
姓

(三
〇
石
前
後
)
・
手
廻

(二
〇
石
前

後
)
・
並
手
廻

(
一
五
石
前
後
)
・
坊
主

(
一
三
石
)
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藩士社会の養子と階層移動

と
い
っ
た
よ
う
に
、
家
格
と
俸
禄
が
ほ
ぼ

対
応
し

て
い
た
。
特
に
、
中
小
姓
と
手
廻

・
並
手

廻
の
階

層
的
な
違

い
は
大
き
く
、
明
治

に
入
り
、

「中
士
」

と

「下
士
」
に
区
別
さ
れ
た
。
坊
主
は

「准
士
」

(
17

)

と
し
て
士
族
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
絶
対

的
な
禄
高

の
格
差
は
小
さ
い
が
、
階
層
構
成
が

フ

ラ
ッ
ト
な
わ
け
で
は
な
く
、
家
格
と
僅
か
な
禄
高

の
差
が
家

の
階
層
を
強
く
表
示
し
て
い
た
。

2

養
子
相
続
率

清
末
藩
士
の
養
子
率
は
、
ど
の
程
度
だ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
表
3
は
、
前
出

「家
中
分
限
帳
」
を

も
と
に
、
養
子
率
を
調
べ
た
も

の
で
あ
る
。
結
論

か
ら

い
っ
て
、
全
当
主

に
占
め
る
養
子
当
主

の
割

合
は
三
四

・
二
%
で
あ

っ
た
。
こ
の
藩
で
も
ー
一3

以
上
が
養
子
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、

こ
の
数
字
に
は
弟

・
孫

・
一
族
な
ど

の
同
姓
養
子

(五

・
五
%
)
は
含

ま
れ

な
い
。
異
姓
養

子

の
み

の
割
合

で
あ
る
。
同
姓
養
子
を
含
め
れ
ぽ
、
養
子

率
は
三
九

・
七
%
と
四
割
近
く
に
上
る
。
清
末
藩

に
つ
い
て
は
、
四
冊
の
特
に
良
質
な
分
限
帳
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
藩
士

一
人

一
人
に
つ
い
て
、
実

子

.
養
子
の
別
が
判
別

で
き
る
。
天
明
五

(
一
七

八
五
)
年
、
文
政
三

(
一
八
二
〇
)
年
、
天
保
元

(
一
八
三
〇
)
年
、
安
政
五

(
」
八
五
八
)
年
頃

の

四
冊
で
あ
る
。
こ
の
帳
か
ら
各
年
次
の
養
子
率
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
分
限
帳
に
記
載
さ
れ

た
当
主
延
べ
六
三
七
人
を
み
る
と
、
天
明
か
ら
安

政
ま
で
、
養
子
率
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
養
子

に
は
、
同
姓
養
子

・
異
姓
養
子
、
婿
養
子

・
夫
婦

養
子
と
い

っ
た
区
分
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
同
姓

(
18

)

異
姓
の
区
分

に
よ
る
集
計

の
み
が
可
能

で
あ
る
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
異
姓

の
養
子
が
三
四

・
二

%
、
同
姓
の
養
子
が
五

・
五
%

で
あ
る
。
養
子
が

四
割
、
実
子
が
六
割
と
い
う
構
成

で
あ

っ
た
。
近

世
後
期

の
藩
士

の
社
会

で
は
、
こ
の
程
度

の
割
合

で
養
子
相
続
が
な
さ
れ
て
い
た
。
東

ア
ジ

ア
社
会

で
は
養
子
は
同
姓
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
日
本

の
養
子
制
は
こ
れ
に
反
し
た
異
姓
養

子
の
ほ
う
が
多

い
。
清
末
藩
士
で
も
三
人
に

一
人

は
異
姓

の
家
か
ら
の
養
子
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、
養
子
率
自
体
が
約
四
割

に
達
し
、

そ
の
大
半
は
異
姓
養
子
で
あ

っ
た
。
近
世
中
後
期

に
な
る
に
つ
れ
、
異
姓
養
子
が
増
加
し
た
の
で
は

な

い
か
と
す

る
研
究
が
あ

る
。
し
か
し
、
養

子

率

・
養
子
相
続
率
の
長
期
的
趨
勢
を
分
析
し
た
も

の
は
少
な

い
。
近
世
前
期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
、

養
子
制
の
推
移
を
な
が
め
れ
ば
、
い
か
な
る
こ
と

が
言
え
よ
う
か
。
表

4
で
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
末
ま
で
、
清
末
藩
士

の
養
子
相
続
率

の

推
移
を
追

っ
た
。
前
述

の
よ
う
に
、
清
末
藩

に
は

「旧
藩
士
由
緒
書
」
と

い
う
史
料
が
残
さ
れ
、
全

相
続
に
占
め
る
養
子
相
続

の
割
合
を
長
期
に
観
察

で
き
る
。
お
よ
そ
五
〇
年
刻

み
に
養
子
相
続
率
を

算
出

し
た
。
清
末
藩
で
は
、
立
藩
か
ら
廃
藩
ま
で
、

養
子
相
続
率
が
三
割
か
ら
四
割

の
あ

い
だ
を
上
下

し
て
い
た
。
明
治
期
ま
で
存
続
し
た
清
末
藩
士
家

に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
既
に
養

子
相
続

の
割
合
は
高

い
水
準

に
あ

っ
た
。
少
な
く

と
も
、

こ
の
例
か
ら
は
近
世
中
後
期
に
養
子

(異

姓
養
子
)
が
顕
著
に
増
加
し
た
と
は
言
え
な

い
。

言
え
る
の
は
、
明
治

の
廃
藩
以
後
、
養
子
相
続
率

が
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
廃
藩
以
後
、

女
子
の
家
督
が
認
め
ら
れ
、
養
子
を
取

る
代
わ
り

に
姉
や
妻
が
相
続

し
た
り
、
没
落
し
て
自
ら
絶
家

を
選
ぶ
士
族
も
出
た
。
そ
の
た
め
、
養
子
相
続

の
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度
合

い
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

清
末
藩
で
は

一
貫
し
て
藩
士
の
養
子
相
続
率
は
高

い
水
準
に
あ

っ
た
。
幕
藩
制
下
に
お
い
て
、
藩
士

階
層

の
再
生
産
は
、

こ
の
高
い
養
子
相
続
率
、
特

に
異
姓
養
子
を
前
提

に
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

3

養
子
の
選
択

藩
士
社
会

で
は
養
子
相
続
が
大
き
な
比

重
を
占

め
、
長
男
や
弟
、
同
姓
で
も
な

い
者
が
当
主
に
な

る
例
が

ー
一3
を
超
え
て
い
た
。
と
す
れ

ば
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
養
子
に
な

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
が
重
要
と
な
る
。
養
子
の
身
分
的

.

階
層
的
な
出
身

の
構
成
が
問
題
と
な
る
。
表

5
と

し
て
、
養

子

の
清
末
藩
士
当
主

の
出
身

(実
父

方
)
を
調
べ
た
。
や
は
り
、
同
じ
く
清
末
藩
士
を

父
に
持

つ
も
の
が
八
割
か
ら
九
割
と
圧
倒
的
に
多

い
。
殆
ど
が
同
じ
清
末
藩
の
出
身

で
あ
る
。
藩
士

は
基
本
的
に
藩
内
か
ら
養
子
を
と

っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
藩
内
以
外

か
ら
は
長
府
本
藩
か
ら

の
養
子

も

一
割
に
満
た
な
い
。
毛
利
系
以
外

の
他

藩
か
ら

の
養
子
は
皆
無

に
近
レ
。
百
姓
町
人
か
ら
清
末
藩

士
の
養
子
と
な

っ
た
事
例

は
確
認

で
き
な

い
。
百

姓
町
人
か
ら
の
養
子
は
全
く
な
い
と
の
即
断
は
慎

み
た
い
が
、
寺
や
医
者

の
養
子
か
ら
も

一
%
以
下

で
あ
る
。
養
子
取

の
閉
鎖
性
が
指
摘

で
き
る
。

こ

の
清
末
藩

で
は
、
藩
内
養
子

の
比
率
が
き
わ
め
て

高
く
、
他
藩
、
他
身
分
か
ら
の
養
子
は
殆
ど
み
ら

れ
な
い
。
養
子
の
場
合
、
藩
内
縁
組
が
目
立

つ
が
、

こ
れ
を
女
子
の
結
婚
移
動
と
比
較
す
る
と
興
味
深

い
。
表
6
は
清
末
藩
士

の
母
の
出
自

で
あ
る
。
正

確
に
は
母
と
父
の
妻
は
異
な
る
が
、
父
の
世
代

の

結
婚

の
状
況
は
う
か
が
え
る
。
結
論

か
ら

い
え
ぽ
、

女
子
の
嫁
入
は
養
子
取
ほ
ど
閉
鎖
的
で
は
な
い
。

嫁
入
は
藩
内
二
九
二
、
長
府
七
九
、
萩
八
、
他
藩

七
、
寺
社
苗
字
持

の
非
武
士
九
に
家
女
房
四
三
、

出
自
省
略

一
六
六
で
あ
る
。
明
ら
か
に
藩
内
出
身

の
割
合
は
養
子
取

の
場
合

よ
り
低

い
。
ち
な
み
に
、

藩
士

の
母
は
出
自
省
略

・
家
女
房
と
さ
れ
た
も
の

が
三
、
四
割
に
及
ぶ
。
武
家

の
娘
が
多

い
も

の
の
、

妾
腹
な
ど
の
理
由

で
非
武
士

の
娘
も
珍
し
く
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
養
子
相

続

は
四
割

に
の
ぼ

り
、
異
姓
養
子

は
1
一3
を
超

え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
九
八
%
は
同
じ
清
末

藩
と
毛
利
系
諸
藩

の
武
家
か
ら
養
子
に
き
て
い
た

の
で
あ
る
。
清
末
藩
は

一
万
石

の
小
藩
で
、
藩
士

の
多
く
は
高
十
数
石

の
少
禄

の
武
士
で
あ
る
。

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
寺
社
や
医
者
な
ど
の
子
弟
が
養

子
制
度
を
通
じ
て
、
藩
士
に
な
る
可
能
性
は
極
め

て
少
な
く
、
他
藩

・
他
身
分
を
排
除
し
た
同
じ
藩

内

で
の
養
子
縁
組
の
傾
向
が
著
し
か

っ
た
。
法
制

史

の
研
究
は
持
参
金
禁
令

の
存
在
か
ら
、
養
子
身

(
19

)

分
規
制

の
実
質
的
崩
壊
を
示
唆
し
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際

の
養
子
の
取
組
事
例

の
集
計
か
ら

は
こ
の
よ
う
な
見
方

に
は
慎
重

に
な
ら
ざ
る
得
な

い
。
清
末
藩

の
場
合
に
は
、
百
姓
等
が
養
子
に
よ

っ
て
武
士
に
な
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
困
難
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

次
に
、
養
子
に
な

っ
た
者
の
出
生
順
位
を
調
べ

て
お
き
た
い
。
当
然
、
長
男
は
少
な
く
二
男
三
男

が
多
か

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
旧
藩
士
由
緒
書

に

は
養
子
相
続

一
七
七
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
う

ち

一
二

一
例
に

つ
い
て
は

「実
-

二
男
」
「実

弟
」
と
、
実
家
当
主
と
の
続
柄
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
養
子
に
な

っ
た
者

の
実
家
当
主
と
の
続

柄

・
出
生
順
位
を
調
べ
る
と
、
や
は
り

「長
男
」

が
養
子
と
な
る
の
は
例
外
的

で

「
二
男
」
が
六
二
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例
と
過
半
を
占
め
る
。
出
生
順
位
別
に
分

類
す
る

と
、
実
家

で
長
男

(兄
を
含
む
)
は
僅
か
五
例

で

あ
る
。

二
男
以
下
と
弟
が

一
〇
〇
例
、
養

子
養
弟

が
四
例
、
出
生
順
位
不
明
が

一
二
例
で
あ

る
。

一

般

に
、
養
子
は
二
男
以
下
や
弟
が
な
る
と

い
う
通

念
は
、
実
際
上
も
妥
当
で
あ
る
。
長
男
が
養
子
と

表3養 子 率

な

っ
た
事
例
は
、
父
実
家

の
男
系
が
途
絶
す
る
場

合
や
本
家
末
家
関
係
な
ど
特
別
な
事
情

に
よ
る
。

清
末
藩
で
は

「惣
領
を
養
子

二
遣
候
儀
者
、
上
よ

り
御
差
図
か
、
又
者
、
本
末
之
訳
合
等
有
之
分
者

(
20

)

格
別
、
前
々
之
通
停
止
被
仰
付
候
事
」
と
、
特
例

を
除

い
て
、
惣
領
を
養
子

に
遣
わ
す
行
為
が
厳
禁

年 実子 養子 孫 再勤 女子 不明 合計

1650^一1699 8 4 12

1700^一1749 29 23 1 53

1750^一1799 53 27 1 1 82

1800^一1849 34 35 2 2 7 80

1850^一1871

小 計

33

157

26

115 3 3 0

2

10

61

288

さ
れ
て

い
た
。
特
例

と
は

「上
よ
り
御
差
図
」

(藩
主
君
命
)
と

「本
末

之
訳
合
」
(絶
家
に
及
ん

だ
本
家
を
末
家
が
継
ぐ
場
合
)
で
あ

る
。
こ

の
禁

令

の
も
と
、
長
男
は
原
則
的

に
被
養
子
資
格
が
な

か

っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
法
令

の
存
在
自
体
、

藩
士
の
側
に
、
惣
領
を
養
子
に
出
す
動
き
が
常
に

年 実 子
養 子 小計 記載無
同姓 異姓

天 明5(1785) 57.8 5.8 36.4 173 11

文 政3(1820) 62.7 6.8 30.4 161 5

天保 元(1830) 58.3 4.6 37.1 151 6

安 政5(1858)頃 62.5 4.6 32.9 152 13

合 計 60.3 5.5 34.2 637 35

出典:「 清末藩分限帳」(国 文学資料館所蔵)『 下関市史』資料編II

表4時 期別の相続形態

嬲10033鵬妍
一
針
了
4

幌㎜跳3眺0%つー眺1眺39眺54

倒214141捌剣9718～7218

眺㎜眺2眺5%
'
95幌0眺17硯67

鰯蚓417131窟跚計合

1.1%3.4%100.0%

出典:「 旧藩 士 由緒 書」

幌㎜姚3跳1眺2跳0呪35眺57

表5養 子の出身

年

武 士 非武士

寺・医者 計清末藩内 長府藩 萩 藩 その他毛利系
毛利系
以外

1785年 59 z 2 3 0 2 73

1820年 55 3 1 1 0 0 60

1830年 50 3 6 2 2 0 63

1858年 頃 51 3 2 1 0 0 57

計 215 16 11 7 2 2 253

85.0% 6.3% 4.3% 2.8% o.s o.s% 100

註:陪 臣を含む。 出典:「 清末藩分限帳」

表6母 の 出身

出身

年

武 士 非武士 不明

計
清末藩
婿取 嫁入 長府藩 萩藩

毛利系
列外
寺 社
苗字持家女房無記載

1785年 1489 12 2 2 2 28 351 184

1820年 2477 27 2 2 4 8 22 166

1830年 1661 22 2 2 2 5 471 157

1858年 頃 1465 18 2 1 1 2 62 165

計 68292 79 8 7 9 43 166 672

比 10.1%43.5% 11.8% 1.2% 1.0% 1.3% 6.4% 24.7% 100.0%

出典:「 清末藩分限帳」
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図1男 子血脈の相伝家数

 

あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
藩
士

の
非
嫡
子
が

異
姓
養

子
と
し
て
藩
内
で
盛
ん
に
交
換
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

4

養
子
相
続
と
家

の
存
続

清
末
藩

で
は
養
子
相
続
が
四
〇
%
前
後

に
達
し
、

異
姓
養
子
が
三
五
%
を
超
え
て
い
た
。
養

子
が
武

家

の
相
続
に
と

っ
て
、
当
然

・
不
可
欠

の
要
素
に

な

っ
て
い
た
。

こ
こ
で
養
子
相
続
率
三
五
%

の
持

つ
意
味
を
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。
藩
士
の
家
は

養
子
制
度
が
存
在
す
る
故

に
容
易
に
断
絶
し
な
か

っ
た
、
と
さ
れ
る
。
逆

に
い
え
ぽ
、
養
子
制
な
く

し
て
は
、
武
家

の
連
続
は
難
し
か

っ
た
。
も
し
異

姓
養
子
が
な
け
れ
ば
、
武
士
の
家
は
、
ど
の
よ
う

に
な
ろ
う
か
。
平
均
し
て
清
末
藩
士
は
三
五

・
七

%
が

(異
姓
)
養
子
相
続

で
あ
る
。
理
論
上
、
男

子
血
脈

の
伝
存
率
は

(
一
マ
イ
ナ
ス
○

.
三
五
七
)

の
N
世
代
乗
と
な
る
。
こ
の
状
態
で
は
僅
か
四
世

代

で
男
子
血
脈

の
つ
な
が
る
家

は
ー
一5
以
下

に

落
ち
込
む
。
実
に
五
家

に
四
家
が
途
絶
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
清
末
藩
士

の
世
代
間
隔
は
平
均

二
八
年
。

一
〇
〇
年
で
三

・
五
七
世
代
で
あ
る
。

異
姓
養
子
制
が
な
け
れ
球
、

一
〇
〇
年
後

に
は
男

子
血
脈
は
二
三
%
し
か
残
ら
な

い
計
算
に
な
る
。

実
際

に
は
、
異
姓
養
子
を
取
ら
ず

に
、
藩
士

の
家

が
、
ど
の
程
度
続

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
六
八
三

年

に
存
在
し
た
三
八
の
藩
士
家
を
対
象

に
異
姓
養

子
を
取
ら
ず
何
代
続

い
た
か
を
調

べ
た
。
そ
の
結

果
、
三
八
家

の
う
ち

七
世
代

(八
代
目
)
ま

で

「男
子
血
脈
」
が
続

い
た

の
は
二
家

(約
五
%
)

に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
最
初

の
三
世
代

で
三
八
家

の

う
ち
二
六
家

(六
八
%
)
ま

で
が
養
子
を
取
り
男

子
血
脈
を
途
絶
さ
せ
て
い
る
。
も
し
、
養
子
制
度

が
な
け
れ
ぽ
、
三
代

で
七
割

の
藩
士
家
が
絶
家
す

る
可
能
性
が
あ

っ
た
。
年
数
が
経

つ
に
つ
れ
男
子

血
脈
伝
存
率
が
減
衰
す
る
様
子
を
、
男
子
血
脈

の

生
命
表
と
し
て
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
図
1
で
あ

る
。

一
六
八
三
年

に
存
在
し
た
三
八
家
の
う
ち
三

〇
家
は
当
主

の
相
続
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ

の
三
〇
家

の
う
ち
五
〇
年
間
、
男
子
血
脈
を
伝
・兄

た
家
は

一
九
家
で
あ

っ
た
。

一
〇
〇
年
間
養
子
を

取
ら
な
か

っ
た

の
は
八
家

(二
七
%
)、

一
五
〇

年
間
取
ら
な
か

っ
た
の
は
僅
か
三
家

(
一
〇
%
)

(
21

)

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
藩
士

の
家

は
異
姓
養
子
の
制
度

な
く
し
て
は
到
底
続
か
な
い
。
同
姓
の
継
子
が

い

な
け
れ
ば
断
絶
と
い
う
厳
し
い
相
続
制
度
を
と

っ

た
と
す
れ
ば
、
三
～
四
世
代
、

一
〇
〇
年
程
度
で

七
割
近
く

の
家
が
消
滅
す
る
。
日
本

の
武
士
の
家

が
異
姓
養
子
な
く
し
て
は
再
生
産
不
能
で
あ

っ
た

こ
と
は
間
違

い
な
い
。
直
系
家
族

で
家
督
を

一
子

相
伝
す
る
場
合
、
異
姓
養
子
制
は
不
可
欠

で
あ

っ

た
。
こ
の
よ
う
な
養
子
制
度
が
日
本
近
世
の
階
層
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藩士社会の養子と階層移動

構
造

に
、
ど

の
よ
う
に
影
響
し
て
い
た

の
か
に
つ

い
て
、
次
章
以
下

で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

四
、
養
子
と
階
層
移
動

1

階
層
流
動
化
仮
説
と
階
層
固
定
化
仮
説

こ
れ
ま
で
清
末
藩
士
を
例
に
近
世
武

家
の
養
子

の
実
際
を
み
て
き
た
。
同
姓
原
理
に
反
す
る
養
子

相
続
が
実

に
ー
一3
を
超

え
、
こ
の
異
姓
養

子
な

く
し
て
は
、
藩
士
の
家

の
存
続
は
到
底

困
難
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本

の
武

家
で
は
、

異
姓

の
も
の
で
も
、
養
子
制
度

に
よ

っ
て
、
他
家

の
当
主
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
世

日
本
は
紛

れ
も
な
く
世
襲
身
分
制
社
会

で
あ

っ
た
が
、
極
端

に
い
え
ぽ
、
全
く
血
縁
の
な

い
も
の
で
も
、
他
家

の
当
主

に
な
り
え
た
。
と
す
れ
ば
、
日
本

の
養
子

制
は
世
襲
身
分
制
を
緩
和
し
て
い
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。
「養
子
は
階
層

の
開
放
化

・
流
動
化

に
機

能

し
て
い
た
。
」
と
い
う
仮
説
が
提
起

で
き

る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
階
層
流
動
化
仮
説
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
た
い
。

し
か
し
、
考
え
方
に
よ

っ
て
は
、
全
く
反
対

の

議
論
も
成
り
立

つ
。
た
し
か
に
、
個
人

レ
ベ
ル
で

い
え
ぽ
、
異
姓
養
子
は
社
会
移
動

の
機
会
を
提
供

す
る
。
異
姓
養

子
が
ー
一3
に
も
及

ん
で
い
た
と

す
れ
ば
、
実
質
的

に
世
襲
身
分
制
を
緩
和
し
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
養
子
に
よ
る
階

層
移
動

の
存
在
が
前
提

で
あ
る
。
も
し
、
同

一
階

層
内

の
み
で
養
子
が
水
平
交
換
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

ま
た
別

の
議
論
が
必
要

に
な
る
。
異
姓
養
子

で
支

配
層

の
絶
家
が
な
く
な
れ
ば
、
下
層

の
家
が
新
規

に
支
配
層

に
参
入
す
る
機
会

は
減
少
す
る
。
支
配

層
の
家
が
固
定
化
さ
れ
て
、
そ
の
階
層
内
で
互

い

に
養
子
が
水
平
交
換
さ
れ
れ
ば
、
養
子
制
度
は
む

し
ろ
階
層
固
定
化
に
働
く
。
故
に

「養
子
は
結
果

的

に
階
層

の
閉
鎖
化

・
固
定
化

に
機
能

し
て
い

た
。」
と
い
う
階
層
固
定
化
仮
説
も
成
り
立

つ
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
養
子
の
…機
能

に
つ
い
て
は
階
層

の
流
動
化
と
固
定
化
と
い
う
対
極
的
な
二
つ
の
仮

説
が
考
え
ら
れ
る
。
養
子
は
階
層
を
流
動
化
し
た

か
。
こ
れ
を
考
え
る
に
は
、
そ
も
そ
も
養
子
に
よ

る
階
層
移
動
は
可
能
で
あ

っ
た
の
か
、
特
に
養
子

に
よ
る
階
層
上
昇
は
可
能

で
あ

っ
た
か
、
と
い
う

点
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
く
に
は
、
養

子
に
よ
る
階
層
移
動

の
実
態
を
調
べ
る
必
要
が
あ

る
。
前
節
で
み
た
如
く
、
清
末
藩
士

に
つ
い
て
は
、

寺

・
医
者
を
除
き
、
百
姓
町
人
な
ど
他
身
分
と

の

養
子
取
組
が
全
く
確
認
さ
れ
な
い
。
養
子
は
清
末

藩
内
か
毛
利
系
諸
藩

の
武
家
か
ら
取
ら
れ
て
い
た
。

異
姓
養
子
制
を
利
用
し
て
の
他
身
分
か
ら
武
士

へ

の
移
動
は
皆
無
か
、
ご
く
少
数

で
あ

っ
た
と
み
ら

れ
る
。
他
身
分
か
ら
の
養
子
が
若
干
あ
る
藩
も
あ

(
22
)

り

一
般
的
結
論
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

こ

の
藩
に
つ
い
て
は
、
異
姓
養
子
制
度
は
身
分
を
常

に
超
え
さ
せ
る
ほ
ど

の
大
き
な
階
層
移
動
機
能
を

有
し
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
武
士
階

級
内
部
で
は
、
養
子
に
よ
る

「小
さ
な
」
階
層
移

動
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
養
子
が
ほ
ぼ
藩
内

の
み
で
交
換
さ
れ
た
と
す
れ
ぽ
、
次
に
、
藩
内
部

で
の
階
層
移
動

の
程
度
が
問
題
と
な
る
。
禄
高
家

格

の
低
い
家
に
生
ま
れ
た
者
が
異
姓
養
子
に
よ
り

高
禄
格
上
の
家

の
当
主
に
な
る
可
能
性
が
問
題
で

あ
る
。

2

階
層
移
動
の
範
囲
と
方
向

藩
士
は
禄
高
と
家
格
で
階
層
付
け
さ
れ
て
い
る
。
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表7養 父/実 父禄高比

養父/実 父禄高 1820年 1854年 計

2.1倍 以 上 1 0 1

2.0-1.6倍 3 0 3

1.5-1.1倍 6 7 13

全 く同じ 13 9 22

1.5-1.1分 の1 6 12 18

2.0-1.6分 の1 6 6 12

2.1分 の1以 下 4 4 8

計 39 38 77

表8家 格間の異姓養子移動(1820年)

本人
～役目通 中扈従 手廻 並手廻 坊主 計

実

父

～役目通 10 4 1 15

中扈従 3 8 1 1 13

手廻 1 7 2 2 12

並手廻 1 1

坊主 1 1 2

小計 13 13 9 4 4 43

長府 1 1 1 3

萩 1 1

毛利一門 1 1

不明 1 1

計 14 15 11 4 5 49

ま
ず
、
禄
高
の
面
か
ら
養
子
に
よ
る
階
層
移
動

の

幅
を
み
る
。
表
7
は
、
養
子
当
主

の
実
家

の
父
兄

と
養
家

の
禄
高

の
比
を
示
し
て
い
る
。
藩
内

で
の

異
姓
養
子
取
組
に
つ
い
て
、
養
家

・
実
家

双
方

の

(
23

)

 禄
高
が
判
明
す
る
七
七
例
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果

は
、
異
姓
養
子
に
よ
る
階
層
上
昇

は
現
実

に
は
難

し
か

っ
た
こ
と
を
示
す
。
実
家
よ
り
禄
高

の
高

い

出典:「 清末藩分限帳」文政3年 註:1785年 帳 は格名 「役目通」

を 「馬廻」とする。同姓養子6例 を除 く。

 

家
に
養
子
に
入
る
例
は
少
な
か

っ
た
。
異
姓
養
子

が
実
家
禄
高
の

一
・
五
倍
を
超
え
る
家
に
入

っ
た

例

は
七
七
例
中
四
例

(五
%
)
、
二
倍
超

の
上
昇

移
動
は

一
例

の
み
で
あ

っ
た
。
清
末
藩
に
は

=
二

石
か
ら
三
五
〇
石
ま
で
の
藩
士
が

い
た
が
、
例
え

ぽ
二
〇
石
の
藩
士

の
子
弟
が
五
〇
石
以
上

の
藩
士

に
養
子
に
入
り
当
主
と
な
る
例
は
殆
ど
な
い
。
養

子
取
組
の
約
七
割

は
禄
高
差
が

一
・
五
倍
を
超
え

な
い
同
格

の
藩
士
同
士
で
行
わ
れ
、
二
〇
石
の
家

か
ら
三
〇
石

の
家

へ
と

い
っ
た
程
度

の
移
動
に
と

ど
ま

っ
て
い
た
。
異
姓
養
子
に
よ
る
上
昇
移
動
は

難
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
反
対

に
、
五
〇

石
か
ら
二
〇
石

へ
と
い
っ
た
養
子
の
下
降
移
動
は

あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
家
老
な
ど
上
層
藩
士
の
二

男

・
三
男
等
が
格
下
の
中

・
下
層
藩
士

の
養
子
に

な
る
場
合
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
非
嫡
男
を
藩

士

に
で
き
る
上
層
藩
士

の
側

に
も
、
藩
内
門
閥
か

ら
養
子
を
迎
え
る
中

・
下
層
藩
士
の
側

に
も
利
点

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
が
な
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

次

に
、
家
格
か
ら
養
子

に
よ
る
階
層
移
動
を
み

る
。
表
8
で
あ
る
。
家
格
が
全
く
同
じ
家
同
士

の

養
子
の
交
換
が
四
三
例
中
二
六
例
で
六
割
を
超
え

る
。
家
格
が
僅
か
に

一
段
上
下
し
た
取
組
は
あ

っ

て
も
、
二
段
以
上
離
れ
た
取
組

は
四
例
と
少
な
く
、

い
ず
れ
も
上
層
藩
士
の
二

二
二
男
が
二
段
格
下

の

家

に
養
子
に
入
る
も
の
で
あ

る
。

一
八
二
〇
年
時

点

で
、
異
姓
養
子
で
家
格
を
上

へ
二
段
飛
び
超
え

た
者

は

一
人
も
い
な
い
。

一
段
違
い
の
取
組
も
、
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中
味
を
み
れ
ば
、
多
く
は
禄
高
面

で
実
質
差

の
な

い
中
扈
従

の
上
層
と
役
目
通
の
下
層

の
取
組
で
格

違
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら

に
言
え
ば
、

中
扈
従

(明
治

の
中
士
)
以
上
と
手
廻

(同
、
下

士
)
以
下
の
間
に
大
き
な
通
婚
圏
の
断
絶
が
あ
り
、

両
者

の
壁
を
超
え
た
養
子
は
僅
か
に
四
例

と
極

め

て
少
な
い
。
清
末
藩
士
は
僅
か
約
五
〇
～
六
〇

の

表9禄 高の相関係数

1820年 1854年

相関係数r n 相関係数r n

本人×父 0.856*** 149 0.806*** 138

本人×母の父兄 0.748*** 62 0.570*** 63

本人×実父 0.740*** 43 0.661*** 41

本人×実母父兄 0.615** 25 0.35? 31

養父×実父 0.716*** 39 0.632*** 37

父 ×母の父兄 0.775*** 56 0.451*** 62

実父×実母父兄 0。888*** 22 0.448* 29

有為水準0.1%***1%**5%*

同
家
格

か
同
禄
高

の
家
を
養
子
圏
と
し
て
、
そ
の

内
部
で
養
子
交
換
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、

清
末
藩
で
は
、
異
姓
養
子
制
が
上
士

の
非
嫡
男
に

中
下
士

の
地
位
を
提
供
す
る
下
降
移
動
装
置
に
働

く
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
個
人
の
階
層
上
昇
装
置
と

は
な

っ
て
い
な
い
。
異
姓
養
子
は
基
本
的

に
同

一

階
層
内

で
水
平
交
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
格
禄
相
応
の
縁
組
原
則
は
、
養
子

の
み
な
ら
ず
婚
姻

(嫁
入
)
に
お
い
て
も
み
ら
れ

た
。
夫
と
妻

の
実
家

の
禄
高
差
を
調
べ
て
も
、
や

は
り
同
程
度

の
禄
高

の
藩
士
間
の
婚
姻
が
多
い
。

禄
高
差
二
倍
以
内
の
縁
組
が
八
四
%
を
占

め
る
、

閉
鎖
的
な
同
類
婚

・
階
層
内
婚

で
あ

っ
た
。
養
子

に
つ
い
て
も
禄
高
差
二
倍
以
内

の
取
組
が
同
程
度

の
八
八
%
に
上
る
。
さ
ら
に
、
養
子
の
場
合
、
前

述

の
ご
と
く
、
藩
内
か
ら
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高

く
、
毛
利
系
列
藩
以
外

か
ら
取
る
の
は
稀
で
あ
る
。

対
し
て
、
婚
姻

の
場
合

は
養
子

に
比
べ
れ
ば
他

藩

・
他
身
分
か
ら
の
嫁
入
が
多
い
。
家

の
当
主
と

な
る
養
子

(異
姓
)
の
ほ
う
が
閉
鎖
性
が
目
立

つ

が
、
ど
ち
ら
も
同
類
婚
で
あ
る
。

養
子
婚
姻
と
も
階
層
内
と
な
れ
ば
、
藩
士

の
縁

戚
は
皆
が
同
程
度

の
禄
高
と

い
う
事
態
が
起
き
る
。

藩
士
は
父
か
ら
家
督
を
相
続
す
る
か
ら
、
藩
士
本

人
と
そ

の
父

(養
子
は
養
父
)
の
禄
高

に
は
当
然

な
が
ら
相
関
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
藩
士

の

社
会

で
は
、
禄
高
相
応

の
縁
組
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
た
め
、
養

・
実

双
方

の
父

の
み
な
ら
ず
、
養

母

・
実
母

の
父
兄

(母
方
の
祖
父
や
叔
父
)
ま
で

も
が
、
藩
士
本
人
と
禄
高
の
相
関
を
も

つ
こ
と
も

あ

っ
た
。
表

9
は
、
文
政

三

(
一
八
二
〇
)
年
と

安
政
元

(
一
八
五
四
)
年
頃

の
分
限
帳
か
ら
、
藩

士
の
縁
戚
相
互
の
禄
高

の
相
関
係
数
を
と

っ
た
も

の
で
あ
る
。
藩
士
本
人

・
父

(養
子
は
養
父

・
実

子
は
実
父
)
・
実
父

・
実
母

の
父
兄

・
母

(養
子
は

養
母
、
実
子
は
実
母
)
の
父
兄

の
禄
高

の
相
関
係

数
を
示
す
。
本
人
と
父

・
母

の
父
兄

・
実
父

・
実

母

の
父
兄
の
あ

い
だ
に
は
い
ず
れ
も
統
計
的
に
有

意
な
相
関
が
み
ら
れ
た
。
本
人
と
父
の
禄
高

の
相

関
は

一
八
二
〇
年
が
○

・
八
五
六
、

一
八
五
四
年

頃
が
○

・
八
〇
五
に
及
ぶ
。
清
末
藩

で
こ
の
時
期

に
御
家
騒
動
が
あ
り
、
重
臣
が
多
く
減
禄
処
分
を

(
24

)

う
け
た
。
こ
れ
に
よ
る
変
動
を
除
け
ば
、
本
人
と

父

の
禄
高
相
関
は
○

・
九
五
前
後

に
も
な
る
。
特
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に
事
件
や
不
手
際
が
な

い
か
ぎ
り
、
ま
ず

父
の
禄

高
は
子
に
そ
の
ま
ま
相
続
さ
れ
て
い
た
。

清
末
藩

で
は
他
藩
と
同
様

に

「世
禄
制
」
が
と
ら
れ
て
い

た
。
近
世
中
後
期

に
は
、
父

(養
父
)

の
禄
は
相

(
25
)

違
な
く
子
に
相
続
さ
れ
る
確
率
が
高
く
、
相
続
後

も
個
人
の
出
世
に
よ
る
家
禄

の
大
幅
な
加
増
は
稀

で
、
本
人
と
父
の
禄
高

に
極
め
て
高

い
相
関
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
婚
姻
や
養
子
に
つ
い
て
も
、
同
階
層

の
縁
組
が
志
向
さ
れ
た
た
め
、
か
な
り

の
相
関
が

み
ら
れ
る
。
父
と
母

の
父
兄
の
禄
高
相
関

は
、

一

八
二
〇
年

で
は
、
○

・
七
七
五
と
高
く
、

一
八
五

四
年
頃
も
○

・
四
五
程
度

で
あ
る
。
結
婚

も
や
は

り
禄
高
相
応
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
養
子

も
階
層
を
無
視
し
た
取
組
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

実
父
と
養

い
先

の
養
父

の
禄
高
に
は

一
八

二
〇
年

で
○

・
七

一
六
、

一
八
五
四
年
頃
で
○

・
六
三
二

(
26
)

と
有
意
な
相
関
が
あ
る
。
養
子
に
あ
た

っ
て
は
実

家

の
禄
高
が
養
子
の
行
き
先
を
大
き
く
左

右
し
た

こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
縁
組
は
押
並

べ
て
禄

高
相
応

で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
藩
士
は
周
囲
の

縁
戚

・
親
戚
が
皆
同
程
度

の
禄
高
の
傾
向
が
あ

っ

た
。
実
際
、
直
接
因
果
関
係

の
な
い
本
人
と
母

の

父
兄

(母
方

の
祖
父
や
お
じ
)
に
つ
い
て
も
相
関

が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
父
と
母
の
婚
姻
が
同
程
度

の
禄
高
で
行
わ
れ
、
本
人
が
父
の
禄
高
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
相
続
し
た
た
め
、
疑
似
相
関
が
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
士
は
同
階
層
内
に

多
く
の
親
戚
を
も
ち
、
身
分
制
社
会
に
特
有
な
閉

鎖
的
な
交
際
が
成
立
し
て
い
た
。
幕
藩
制
下

で
は
、

依
然
と
し
て
婚
姻

・
養
子
縁
組

に
は
禄
高
相
応

の

原
則
が
貫
か
れ
て
お
り
、
縁
戚
相
互
の
禄
高

に
有

意
な
相
関
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3

藩
士
の
地
位
達
成
モ
デ
ル

父

(養
父
)
の
禄
が
子
に
受
け
継
が
れ
、
養
子

や
嫁
が
階
層
内
で
交
換
さ
れ
る
清
末
藩
士
の
社
会

の
有
り
様
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
実
子
相
続

で
は
、
実
父
禄
高
が
そ
の
ま
ま
子

の
禄
高
と
な
る

場
合
が
多
く
、
養
子
相
続

で
は
、
養
父
禄
高
が
そ

の
ま
ま
養
子
の
禄
高
と
な
る
場
合
が
多
か

っ
た
。

そ
の
た
め
、
親
と
子
世
代

の
禄
高
を
比
較
す
る
と
、

相
関
係
数
が
○

・
八
～
○

・
九
に
及
ぶ
驚
異
的
な

階
層
社
会
と
な

っ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
実
子

相
続

の
場
合

は
、
生
ま
れ
た
家
で
将
来

に
わ
た
る

本
人
の
禄
高

の
殆
ど
が
決
ま

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
で
は
、
異
姓
養
子
の
場
合
は
、
生
ま
れ
た
家

11
実
父
禄
高

に
と
ら
わ
れ
な
い
地
位
達
成
が
可
能

だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
養
子
は
他
家

の
相
続
で

あ
る
。
実
子
相
続
に
比
べ
、
実
父
禄
高
が
本
人
禄

高

に
影
響
す
る
度
合
い
は
当
然
小
さ
か
ろ
う
。
し

か
し
、
養
子

の
場
合
に
あ

っ
て
も
、
生
ま
れ
た
家

の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
前
述

の
如
く
、
養
子
は
狭
い
階
層
内

で
交
換
さ
れ
た
。

実

父

の
禄

が

高

(低
)
け

れ

ぽ
、
や

は

り

高

(低
)
禄

の
家

に
養

子

に
入
り
、
養

父

か
ら

高

(低
)
い
地
位

を
受
け
継
ぐ
。
そ

の
た
め
、
生
ま

れ
た
家

(実
父
)
の
禄
高
が
本
人

の
地
位
達
成

に

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
事
実
、

実
父
と
養
父
の
禄
高
相
関
は
○

・
六
～
○

・
七
程

度
に
上

っ
て
い
た

(表
9
)。
実
父
禄
が
高

(低
)

け
れ
ぽ
、
や
は
り
、
高

(低
)
禄
の
家

に
養
子

に

入
る
傾
向

に
あ

っ
た
。
藩
士
の
地
位
達
成
に
は
、

生

ま
れ
た
家

(実
父
禄
高
)
が
大
き
な
要
因

に
な

っ
て
い
た
。

実
際
、
藩
士

の
地
位

(禄
高
)
は
、
生
ま
れ
た
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家

(実
父
禄
高
)
で
、
ど

の
程
度
左
右
さ

れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
調
べ
る
に
は
パ
ス
解
析
が
適

し
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
異
時
点
比
較

に
適
す
る

が
、
デ
ー
タ
数
が
限
ら
れ
る
た
め
、
こ

こ
で
は

一

八
二
〇
年
と

一
八
五
四
年

の
当
主
を
プ

ー
ル
し
て

分
析
す
る
。
図
2
は
、
L

実
子
が
生
家

の
家
督

を
継

い
だ
場
合
と
、
a

異
姓
養
子
と
な

っ
て
他

家
の
家
督
を
継
い
だ
場
合

に
わ
け
、
実
父
禄
高

の

本
人
禄
高

へ
の
影
響
を
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。
数

字
は
パ
ス
係
数

(標
準
化
回
帰
係
数
)

で
あ
る
。

ま
ず
、
「
」

実
子
」

の
場
合
、
本
人
禄
高

へ
の
実

①実 子1820・54年(N=ユ75人)

残 余0.482

0.876

実父禄高 ⇒ 本入禄高

② 異 姓養 子1820・54年(N=77人)

(モデル1)

残 余0.850残 余0.303

0.5270.953

実父兄禄高 一→ 本人禄高 ⇒ 本人禄高

父
禄
高

の
影
響
が
パ
ス
係
数
で
約
○

・
九
に
の
ぼ

る
。
藩
士
本
人

の
禄
高

は
殆
ど
実
父
で
決
ま

っ
て

い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
本
人

の
出
世

・
失
脚
等
と

い

っ
た
残
余

の
要
因

(約
○

・
五
)
を
大
き
く
上

回

っ
て
い
る
。
親
世
代

の
禄
高
が
ほ
ぼ
唯

一
の
大

き
な
決
定
要
因
で
あ

っ
た
。
既

に

「世
禄
制
」
が

確
立
し
た
近
世
中
後
期
に
は
、
藩
士
の
禄
高
は
、

家

の
禄
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
、
親
世
代

の
禄

高
が
そ
の
ま
ま
子
世
代
の
禄
高
と
な
る
の
が

一
般

的
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
子
当
主

の
禄
高
地

位

の
達
成
に
は
、
実
父
禄
高
が
パ

ス
係
数
○

・
九

(モ デ ル2)

残 余0.822残 余0.292

＼0.904＼

養 父 禄 高 ⇒ 本 人 禄 高0
.569,,,'一 レ

"""0
.092

実 父 兄 禄 高

図2清 末藩士の地位達成過程

と
い
う
驚
異
的
な
影
響
力
を
及

ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
養
子
に
出
な
け
れ
ば
、
将

来

は
殆
ど
が
実
父
と
同
じ
禄
高

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
養
子

に
出

た
場

合
は
、
実
父
や
実
兄

の
禄
高
の

影
響
が
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
「
a

異
姓
養
子
」
の
場

合
を
検
証
す
る
。
結
論

か
ら
い

っ
て
、
養
子
に
出
れ
ぽ
、
当
然
な
が
ら
実
父
兄
禄

高

の
影
響
が
小
さ
く
な
る
が
、
そ
の
影
響
力

は
な

く
な
ら
な
い
。
養
子
に
出
た
場
合
さ
え
、
実
父
兄

禄
高
が
藩
士

の
禄
高
地
位

の
達
成

に
影
響
し
た
。

養
子
は
、
ま
ず
実
父
兄
の
家
か
ら
養
父

の
家

に
入

り
、
そ
の
家
督
を
継
ぐ
、
と
い
う
順
序
で
地
位
を

達
成
す
る
。
こ
の
因
果
関
係
か
ら
、
二
つ
の
パ
ス

モ
デ

ル
を
設
定
し
パ
ス
係
数
を
算
出
し
た
。
養
子

に
出
た
後
の
実
父
兄
禄
高

の
本
人
禄
高

へ
の
直
接

影
響

の
有
無
で
二

つ
の
モ
デ

ル
を
設
定
し
た
。

モ

デ

ル

一
は
直
接
影
響
が
な
い
場
合
、

モ
デ

ル
ニ
は

あ
る
場
合
で
あ
る
。
養
子
に
出

た
後
も
、
実
父
が

本
人
の
地
位
達
成

に
直
接
影
響
す
る
可
能
性
も
ゼ

ロ
で
は
な

い
が
、
現
実
に
は
、

一
度
、
養
子
に
出

れ
ば
、
本
人
禄
高

に
直
接
影
響
す
る
の
は
養
父
禄

高

で
実
父
兄
は
さ
ほ
ど
関
係
な
い
。
清
末
藩
で
は
、

実
父
兄
を
有
力
者
に
も

つ
養
子
が
養
家
を
相
続
後
、

加
増
が
繰
り
返
さ
れ
る
例
は
確
認
で
き
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
モ
デ

ル
一
が
妥
当
な
モ
デ
ル
と
考

え
ら
れ
る
。

モ
デ

ル
一
で
は
、
ま
ず
、
実
父
兄
か
ら
養
父

へ

養
子
に
入
る
と
き
、
禄
高
相
応

の
縁
組

に
よ
り
、
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○

・
五
強

の
影
響
が
実
父
兄
禄
高
か
ら
あ

る
。

一

旦
、
養
父
の
家
に
入
れ
ぽ
、
養
父
禄
高
を

ほ
ぼ
受

け
継
ぐ

の
で
、
養
父
禄
高

の
本
人
禄
高

へ
の
影
響

は
○

・
九
五
に
及
ぶ
。

つ
ま
り
、
実
父
兄
禄
高
が

養
子
先

(養
父
禄
高
)
に
影
響
し
、
そ
の
養
父
禄

高
が
ほ
ぼ
本
人
禄
高
に
な
る
の
で
、
結
果
的
に
実

父
兄
禄
高
が
本
人
禄
高

に
強
く
影
響
し
た
。
養
子

に
出
た
場
合

で
も
、
本
人
禄
高
に
実
父
兄
禄
高
が

養
父
禄
高
を
経
由
し
て
間
接
的
に
○

・
五

二
七

×

○

・
九
五
三
11
約
○

・
五
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い

た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
実
子
相
続
の
○

・
九
に
比

べ
れ
ば
低

い
が
、
パ
ス
係
数
で
○

・
五
と
強
い
影

響
力
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

つ
ま
り
、
実

父

の
禄
が
高

(低
)
け
れ
ぽ
、
や
は
り
高

(低
)

禄

の
家

に
養
子
に
入
り
、
養
父

か
ら
高

(低
)
い

地
位
を
受
け
継
ぐ
、
と
い
う
仮
説
は
明
ら
か
に
支

持
さ
れ
る
。
他
家

の
養
子
に
出
る
場
合
も
、
生
ま

れ
た
家
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
位
達
成
は
可
能
で
は

な
く
、
実
父
兄

の
禄
高
で
、
本
人
の
達
成

で
き
る

禄
高
階
層
が
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

五
、
結

論

近
世
後
期
藩
士
社
会

の
養
子
を
階
層
移
動

の
観

点
か
ら
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
で
検
討
し
た
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
清
末
藩
と
い
う

一
つ
の
小
さ
な

武
家
社
会

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
本
稿

で
は
数
量

分
析
か
ら
接
近
し
た
。
今
後
、
藩
士
個
々
の
複
雑

な
親
族
関
係
な
ど
質
的
な
面
か
ら

の
養
子
の
分
析

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
諸
藩
の
武
士

全
般
に
あ

て
は
ま
る
言
明
を
な
す
に
は
、
今
後

の

調
査

の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ

ど
良
質

の
史
料
を
残
す
藩
も
稀
で
あ
り
、

一
藩

の

分
析
な
が
ら
、
近
世
武
家
社
会
の
養
子

・
階
層
移

動
に
つ
い
て
幾

つ
か
の
特
徴
を
明
ら
か
に
で
き
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
冒

頭
で
示
し
た
課
題
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
試
み

て
お
き
た
い
。

本
稿
が
冒
頭

で
提
示
し
た
課
題
は

「
日
本
の
近

世
武
家

の
養
子
制
度
は
、
社
会
階
層

の
流
動
化
、

固
定
化
、

い
ず
れ
に
機
能
し
て
い
た
の
か
」
と

い

う
も
の
で
あ

っ
た
。
結
論
か
ら
い

っ
て
、
異
姓
を

含
む
養
子
制
度
が
階
層
を
流
動
化
す
る
機
能
を
持

っ
て
い
た
、
と
す
る
仮
説
に
は
、
や
や
否
定
的
な

答
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
、
個
々
の

例
を
み
れ
ぽ
、
少
数
で
は
あ
れ
、
養
子
で
比
較
的

大
き
な
階
層
移
動
を
果
た
し
た
も
の
が
あ
る
。
近

世
武
家
社
会
は
、
世
襲
身
分
制

の

「剛
構
造
」
が

基
本

で
あ

っ
た
が
、

一
方
に

「
柔
構
造
」
を
も

っ

(
27

)

て
い
た
と
さ
れ
る
。
ご
く
稀
に
で
は
あ
る
が
、
個

人

の
能
力
と
君
寵
で
破
格
の
出
世
を
遂
げ
る
者
が

で
て
、
世
襲
政
治

の
弱
点
を
補

っ
て
い
た
。
た
と

え
例
外
と
し
て
も
、
異
姓
養
子
が
そ
の
よ
う
な
階

層
移
動

の
契
機
に
な

っ
た
例
は
皆
無

で
は
な

い
。

重
要
な
例
外
を
可
能

に
し
た
点
で
は
、
養
子

の
階

層
流
動
化
機
能
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
、
極

め
て
世
襲
性
が

つ
よ
い
藩
士
社
会
で
は
、
た
と
え

僅
か
で
も
、
階
層
上
昇
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
養

子
制
度
は
魅
力
的
で
あ

っ
た
ろ
う
。
近
世
後
期

の

清
末
藩
で
は
、
俸
禄

の
加
増
は
、
家
禄
を
数
割
増

に
す
る
も

の
が
、
数
世
代
に

一
度
あ
れ
ぽ
よ
か

っ

た
。
多
く
の
藩
士
は
父
世
代
の
禄
高

の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
養
子
な
ら
ぽ
、
実
家
禄
高

の

一
・
五
倍
程

度

の
家

の
当
主

に
な

る
こ
と
も
あ

っ
た
。
僅

か

一
・
五
倍

で
も
、
加
増
な
ら
数
世
代
か
か
る
上
昇
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藩士社会の養子と階層移動

が
養
子
な
ら

一
挙
に
可
能
な
場
合
が
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
、
養
子
を
身
分

・
格
式
を
超
え
る
手
段
と

し
て
利
用
す
る
動
き
が
た
し
か
に
存
在

し
た
。
し

か
し
、
男
系

の
血
脈
の
保
存
上
、
止
む

を
得
な
い

場
合
を
除
き
、
「
格
式
違
候
も

の
養
子

の
儀

は
御

(28
)

制
禁
」
と
さ
れ
た
。
養
子
は
階
層
内
で
取
組
む
べ

き
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
、
常

に
監
視
が

な
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
原
則
、
当
主

・
嫡
男
は

養
子
に
行
く
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
実

例

の
集
計
結
果
を
み
て
も
、
養
子
に
よ
る
階
層
上

昇
は
、
所
詮
、
僅
か
な
移
動

で
あ

っ
た
。

異
姓
養

子
が
階
層
移
動
機
能
を
持

つ
と
い
う
の
は
、
あ
ま

り
に
世
襲
的
な
実
子
相
続
と
比
較
し
た
場
合

の
議

論
で
あ
る
。
家
格

・
禄
高
が
か
け
離
れ

た
養
子
取

組
は
稀

で
、
こ
れ
を

一
般
論

に
す
る
こ
と
は
で
き

な

い
。
ま
た
、
「本
来
、
家
督
を
継
げ
な

い
二
男

以
下

に
出
仕
の
機
会
を
与
え
る
点

で
、
養

子
は
社

会
移
動
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
」

と
の
考

え
も

で
き
よ
う
。

一
見
、
も

っ
と
も
だ
が
、
実

は
、

二
男
以
下
は
家
督
を
継
げ
ず
、
部
屋
住

の
ま
ま
家

内
で

一
生
を
終
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
清
末

藩
で
は
、
二
男
以
下
は
病
疾
な
ど
事
情
が

な
い
限

り
、
必
ず
何
れ
か
の
家

に
養
子
に
入
れ
る
状
況
に

あ

っ
た
。
明
治
初
年
、
こ
の
藩
に
は
旧
坊
主
格
以

上

(士
族
)
に
弟
や
次
男
以
下
が
六
八
人

い
た
。

そ
の
う
ち
、
二
六
歳
以
上

で
、
弟
や
次
男
の
ま
ま

(
29

)

で
家
内
に
残

っ
て
い
る
者
は
僅
か

一
人

で
あ
る
。

こ
の
藩
で
は
、
次
男
以
下
も
ほ
ぼ
必
ず
当
主
に
就

け
た
。
そ
の
際

に
は
、
表
7

・
8
の
如
き
確
率
分

布

で
、
極
小
な
階
層
移
動
を
し
た
の
で
あ
る
。
養

子
の
移
動
方
向
が
圧
倒
的

に
水
平
移
動
で
あ

っ
た

事
実
を
考
え
れ
ば
、
「階
層
流
動
化
仮
説
」
は
到

底

こ
れ
を
是
と
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

一
方
、
異
姓
養
子
制
が
か
え

っ
て
階
層
固
定
化

機
能

の

一
部
を
担

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う

「階
層
固
定
化
仮
説
」
は
十
分
議
論

に
値
す

る
。
異
姓
養
子
制

の
活
用
実
態
を
み
る
と
、
く
り

か
え
し
論
証
し
た
よ
う
に
、
同
じ
階
層
内

で
男
子

が
遣
り
取
り
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
異

姓
養
子
制
は
、
当
主
を
階
層
内
だ
け
で
再
生
産
す

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
…機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
藩
士
の
家
系
は
容
易
に
断
絶
し
な

い
。
絶
え
な

い
と
い
う
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
新

し
く
藩
士
の
家
系
を
取
り
立
て
る
必
要
が
な
い
こ

表10清 末藩士の取立状況

藩主 襲封～致仕 期間
取 立 時 の 家 格 その他

不 明
合計～物頭 馬廻 中小姓 手廻 並手廻 坊主

元知① ^一1653 3 3 8 8 1 7 30

元知② 1653^一1683 30 1 3 5 1 5 15

元平① 1683.1713 30 2 6 3 1 12

元平② 1713^一1729 16 1 1 1 1 4

政苗 1729^一1775 46 1 1 2 3 7

匡邦 1775^一1818 43 1 2 1 4

政明 1818.1818 0 0

元世 1818^一1845 27 1 1 1 3

元承 1845^一1849 4 3 3

元純 1850^一1871 21 2 3 5

不詳 2 2 4 1 9

合計 3 6 24 20 7 18 14 92

註:元 知①と②は清末立藩前後、元平①と②は長府清末藩合併前後
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と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
近
世
中
後
期

に
は
、
財

政
的
理
由
か
ら
も
、
藩
士

の
家
系
数
は
積
極
的
に

増

や
さ
れ
な
か

っ
た

(表
1
)。
百
姓
や
浪
人
な

ど
、
新
た
な
家
系
が
絶
家
を
補
う
形
で
採

用
さ
れ
、

藩
士
階
層
に
新
規
参
入
す
る
の
は

一
層
難

し
く
な

っ
て
い
た
。
表
10
は
、
清
末
藩
士
族
に

つ
い
て
藩

士

に
取
り
立
て
ら
れ
た
時
期
を
遡
行
的

に
調
べ
た

も

の
で
あ
る
。
藩
士
の
採
用
は
全
八
代

の
藩
主
の

う
ち
初
め
の
二
代
で
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
。
特

に
、

中
上
層
藩
士

の
新
規
採
用
は
、
藩
政
初
期

に
集
中

し
、
後
期
に
は
殆
ど
な
い
。
し
か
も
、
僅

か
な
採

用
は
藩
医
な
ど
の
技
術
職

の
採
用
に
限
ら
れ
て
い

た
。
幕
末
に
、
譜
代
足
軽
が
坊
主
格
に
取

り
立
て

ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
近
世
中
後
期
に
は
、
藩
士

の
新
規
採
用

は
極

め
て
限
定

さ
れ

て
い

た
。

一

七

・
一
八
世
紀
初
頭
に
、
上
層
藩
士

の
地
位

に
あ

っ
た
家
系
が
絶
家
も
下
降
移
動
も
せ
ず

に
、
そ
の

ま
ま
支
配
的
地
位
を
廃
藩
ま
で
維
持
し
続

け
て
い

た
。こ

の
よ
う
な
家
系
と
家
格

の
固
定
化
は
、
異
姓

を
含
む
養
子
制
の
道
具
立

て
な
く
し
て
は
不
可
能

で
あ
る
。
異
姓
養
子
制
は
、
既
に
藩
士
社
会
の
上

層
を
占
め
る
譜
代
の
上
層

に
と

っ
て
都
合

の
よ
い

シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
制
度

は
、
そ
の
ま
ま
階
層
内
で
互
い
に
男
子
を
交
換
し

な
が
ら
、
家
名
と
地
位
を
保
全
す
る
制
度

で
あ
る
。

上
層
を
上
層

の
ま
ま
で
居
続
け
さ
せ
る
装
置
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
大
名
家

に
と

っ
て
も

異
姓
養
子
の
目
的
は
、
譜
代
上
層

の
藩
士
家
の
保

護

に
あ

っ
た
。
…幾

つ
も

の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に

(
30
)

「
二
度
と
得
ら
れ
な
い
」
譜
代
家
臣

の
家
名
を
永

久

に
保
全
す
る
道
旦
ハ立
て
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

藩
士
社
会

の
全
体

へ
の
影
響
か
ら
す
れ
ぽ
、
異
姓

養
子
制
は
、
藩
士
家
を
固
定
化
し
、
そ
の
階
層
内

で
の
み
家

の
当
主
が
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
さ
れ
る

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
た
し
か
に
、
異
姓
養

子
制
は
、
個
々
人
の
レ
ベ
ル
で
は
僅
か
な
階
層
移

動
の
機
会
、
小
さ
な
窓
口
を
提
供
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
家
系
の
階
層
移
動
と

い
う

こ
と
で
は
、
こ
れ
を
完
全
に
阻
害
し
て
い
た
。
も

し
異
姓
養
子
制
が
な
け
れ
ば
、
次
か
ら
次

へ
と
、

藩
士
家
が
消
滅
し
、
新
規
参
入
が
活
発
に
な

っ
た

一

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
が
あ
る
た
め
に
、

武
士

の
家
は
容
易
に
絶
家
し
な
く
な
り
、
結
果
的

に
、
下
層

の
家
が
上
層

に
新
規
参
入
す
る
機
会
を

閉
ざ
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
社
会
全
体

の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
み
れ
ぽ
、
近
世
武
家

の
養
子
制
は

階
層
固
定
化
に
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
養
子
制
度

の
あ
り
方
も
あ

っ
て
、

日
本

の
武
士
階
層
は
、
東

ア
ジ

ア
の
他

の
社
会

の

支
配
層
と
比
較
し
て
、
社
会
移
動

の
面
で
特
徴
的

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
み
た
、
近
世

後
期

の
清
末
藩
士

の
社
会

は
、
子

の
俸
禄
が

父

(養
父
)
の
俸
禄

で
九
割
程
度
が
説
明
で
き

る
強

固
な
世
襲
制
社
会
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
た
と

え
、
養
子
に
い
っ
て
も
、
行
き
先
が
実
父

の
地
位

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
の
で
、
や
は
り
生
ま
れ
た

家
の
俸
禄

で
、
既
に
地
位
の
相
当
部
分
が
き
ま

っ

て
い
た
。
こ
れ
を
同
時
期
の
清
や
李
朝
の
官
僚
制

と
比
べ
て
み
た
と
き
、
日
本

の
近
世
武
家
社
会
は

階
層
移
動
と
い
う
点

で
い
え
ぼ
か
な
り
特
異

で
あ

る
。
明
朝

・
清
朝
で
は
、
最
高
位

の
官
僚
で
も
、

子
が
地
位
を
維
持
し
続
け
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
。

(31

)

数
量
的
な
分
析
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
少
な

く
と
も
、
こ
れ
ら
大
陸
の
社
会

で
は
、
父
子
の
俸

禄

の
相
関
係
数
が
○

・
九
に
も
上
る
と

い
う
状
況
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に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
支
配
階
層

の
固
定
化

と
い
う
点
で
は
、
近
世
中
後
期
の
日
本
は
稀
な
水

準

に
あ

っ
た
。

近
世
中
後
期

の
日
本

で
は
、
「
世
禄
制
」
が
定

着
し
、
特
定

の
家
系
に
俸
禄

・
家
格

の
世

襲
が
強

く
保
証
さ
れ
た
。
そ
の
特
定

の
家
系
は
、

日
本
型

の
特
異
な
養
子
制
度
で
絶
家

か
ら
守
ら
れ
、
永
々

と
階
層
に
居
座
り
続
け
て
い
た
。
し
か
も
、
養
子
,

制
度

は
同

一
階
層
内
で
当
主
を
再
生
産
す

る
道
具

と
な

っ
て
い
た
か
ら
、
武
家
社
会
で
は
、
個
人

の

社
会
移
動
は
極

め
て
低
水
準
に
抑
え
ら
れ

て
い
た
。

日
本
の
養
子
制
度
は
、
強

い
俸
禄

・
家
格

の
世
襲

制
と
組
み
合
わ
さ

っ
て
、
階
層
移
動
を
極
少
化
し
、

基
本
的
に
は
、
世
襲
身
分
制
社
会

の
安
定
装
置

に

な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注(
1
)

中

根
千
枝

「
東

ア
ジ

ア

の
階
層

(紳
士

・
両

班

・
武

士
)

(
『社

会
人

類
学

ア
ジ

ア
諸
社

会

の

考
察

』

第
六
章

階
層

、
東

京
大

学
出

版
会

、

一

九

八
七

年
、

二
〇

六
-

二
二
七
頁

)

(2
)

尾
藤
正
英

『日
本
文
化
と
中
国
』
中
国
文
化

叢
書
10
、
大
修
館
書
店
、

一
九
六
七
年

(3
)

笠
谷
和
比
古

『近
世
武
家
社
会

の
政
治
構

造
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、

一
八
三
-

一

八
九
頁
が
、
第
五
章
第
二
節
で

「封
禄
相
続
制
度

と
世
禄
制
の
定
着
」
を
論
じ
、
「近
世
初
め
の
時

点
で
、
ほ
と
ん
ど
の
大
名
家
に
お
い
て
、
そ
の
中

核
を
な
す
譜
代
家
臣
団
に
つ
い
て
は
、
『世
禄
制
』

の
原
則
を
確
立
し
て
い
た
。」
と
す
る
。

(4
)

内
田
智
雄

「中
国
-
家
産
の
分
割
相
続
を
め

ぐ

っ
て
ー
」
(『講
座
家
族
五
、
相
続
と
継
承
』
二

章
相
続
法
の
歴
史
、

一
節

近
代
以
前
の
社
会
、

弘
文
堂
、

一
九
七
四
年
、
八
四
-
九
九
頁
)

(5
)

山
内
民
博

「李
朝
後
期
に
お
け
る
在
地
両
班

層
の
土
地
相
続

扶
安
金
氏
家
文
書
の
分
析
を

通

し

て
ー

」

(
『
史
学

雑
誌

』

99
-

8
、

一
九
九

〇

年
)

井

上
和

枝

↓
朝
鮮

家
族

史
研

究

の
現
状

と
課

題
」

(『
歴
史

評
論

』

捌
、

一
九

八
五
年

)

宮

嶋
博

史

『
両
班

』
中

公
新

書
、

一
九

九

五
年
、

一
六
〇

ー

一
七
〇

頁

(
6
)

坪

内
玲

子

「
長

子
相
続

制
度

に
お
け

る
補
完

シ

ス
テ

ム

の
比
較

研
究

(
1
)

(2
)
」

(
『龍

谷
紀

要

』

9
1

2
、

一
九

八
七
年

、

お

よ
び

『龍

谷
紀

要

』

12
1

1
、

一
九

九
〇
年

)

(7
)

中
根
前
掲
書
、

一
〇
九
頁
。
李
丙
洙

「朝
鮮

の

〈異
姓
不
養
〉
制
」
(『朝
鮮
学
報
』
85
、

一
九

七
七
年
)

(8
)

岡
山
藩
に
つ
い
て
は
、
谷
口
澄
夫

『岡
山
藩

政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
六
四
年
、
四
四
四

頁
。
金
沢
藩
に
つ
い
て
は
、
服
藤
弘
司

『相
続
法

の
特
質
』
創
文
社
、

一
九
八
二
年
、
三
四
二
頁
。

篠
山
藩
に
つ
い
て
は
、
園
田
・
濱
名

・
廣
田

『士

族
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
-
武
士
の
近
代
1
』
第

五
章

養
子

・
相
続

・
隠
居

(濱
名
篤
氏
執
筆
部

分
)、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
。
ま

た
、
坪
内
玲
子
氏
に
よ
る
首
里

・
久
米
村

・
宮
古

島
士
族
、
南
部
藩
家
臣
、
島
津
藩
、
金
沢
藩
の
一

連
の
実
証
研
究
が
あ
る
。

(9
)

堀
哲
三
郎
編

『清
末
藩
旧
記
』
(史
料
叢
書

15
)
下
関
文
書
館
、

一
九
七
九
年
、
九
五
頁
に
よ

れ
ば
、
元
禄
十

一
年
の
領
内
検
地
高
は

一
万
九
八

二
六
石
余
。
寛
政
二
年

一
二
月
に
は
二
万
三
四
三

〇
石
余
。

(10
)

当
初
、
清
末
藩
士
は
本
家
で
あ
る
長
府
藩
か

ら
の
付
人
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。

清
末
藩
と
長
府
藩
は
立
藩
の
事
情
か
ら
も
近
い

関
係
に
あ
る
。

(11
)

国
文
学
資
料
館
史
料
館
所
蔵

「長
門
国
清
末

毛
利
家
文
書
」。
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(12
)

現
存
す
る
清
末
藩
の
分
限
帳
の
一
覧
を
示
す
。

1

清
末
御
家
初
之
分
限
帳
、

一
六
五

一
年
、

『清
末
藩
旧
記
第

一
冊
』

一
一
-

一
六
頁

(平
野
文
書
)

2

御
家
中
分
限
帳
、

一
七
八
五
年
、
国
文
学

資
料
館
所
蔵

3

清
末
藩
家
臣
居
村
調
、

一
八

一
八
年
、

『清
末
藩
史
話
』
五
六
1
六
二
頁

(豊
東
村

史
巻
ノ
一
)

4

御
家
中
分
限
帳

全
、

一
八
二
〇
年
、
国

文
学
資
料
館
所
蔵

5

清
末
藩
分
限
帳
、

一
八
二
六
年
、
『清
末

藩
史
話
』
六
ニ
ー
六
九
頁

6

清
末
藩
御
家
中
分
限
帳
、

一
八
三
〇
年
、

『下
関
市
史

資
料
編
』
七
六
六
i
七
九

一

頁
7

御
家
中
分
限
帳
、

一
八
三
二
年
、
『清
末

藩
分
限
帳
』

一
四
-
四
七
頁

(下
関
文
書
館

所
蔵
)

8

清
末
藩
分
限
帳
、

一
八
五
四
年
、
国
文
学

資
料
館
所
蔵

9

藩
臣
人
別
及
渡
米
、

一
八
六
九
年
、
『清

末
藩
旧
記

第

一
冊
』
ニ
ー

一
〇
頁

10

清
末
藩
改
正
禄
高
表
、

一
八
七

一
年
、

『清
末
藩
史
話
』
九
六
-

一
〇
九
頁

(
13
)

「分

限

帳

」

に

つ
い

て
は

『
國
史

大

辭

典
』

高

木
昭

作
氏

執
筆

項
目

を
参

照
。

清
末
藩

の
本
藩

長

府
藩

に
も

、
同

形
式

の
分

限
帳

が
残

る
。

下
関

市

立
長
府

図

書
館

所
蔵

「
御
家

中

分
限
帳

」
。

(
14
)

船
越

家

の
由
緒

書

に

「
元
平

公

ヨ
リ
御

頭
巾

御

紋
服

其
他

種

々
拝

領

セ

シ
モ
御
書

付

類
紛
失

二

付

、
記

ス

ル

ニ
用

ナ

シ
」

と
あ

る
。
古
書

付

に
拠

っ
て
書

か
れ

た
。

尚
、
船

越
家

は
志
士
船

越
清

蔵

の
実

家
。

(15
)

鎌

田
浩

「
武
士

社
会

の
養

子
ー

幕
藩

比
較

養

子

法
1
」

(
『擬

制

さ
れ

た
親

子
-
養

子
1

』

三
省

堂

、

一
九

八
八
年
、

六

三
頁
)

(16
)

『藩

制

一
覧
』
表

第

六
、

一
〇

〇
頁

(17
)

『清

末

藩

旧

記
』

(史
料

叢

書

6
)
、

五

一

・

五

二
頁

(18
)

女
性

は
母
と

し

て

(妻

と
な

っ
た
場

合
)

の

み
登
場

し
、
妻

と

し

て
は
記
録

さ

れ
な

い
。

し

た

が

っ
て
、

こ

の
史
料

か
ら

は
夫

婦
養

子

・
婿
養

子

の
占

め
る
割
合

を
知

る
こ
と
が

で
き

な

い
。

(19
)

鎌

田
前
掲

論
文

、

六
七

・
八

二
頁

(20
)

『清
末

藩

旧
記
』

(史

料
叢

書

7
)
、

四
頁

(21
)

「
旧

藩

士

由
緒

書

」
広

井

良

円
書

上

に

「
高

林
院

殿
百

五
拾

回
忌

之
節

、
右

御
代

ヨ
リ
男

子
血

脈
相

続

ノ
故

ヲ
以

テ
御
料

理
被

下
賜

」

と
あ

る
。

男

子
血
脈

を
初

代
藩

主
高

林
院

殿

か
ら
伝

え

る
藩

士
家
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
百
五
拾
回
忌
ま
で

血
脈
を
伝
え
た
広
井

(江
本
)
家
は

「御
料
理
」

を
下
賜
さ
れ
た
。

(22
)

毛
利
陪
臣
の
宇
部
福
原
家
で
は

「御
家
中
地

下
人
を
養
子
取
組
之
儀
は
、
血
脈
か
又

ハ
何
ぞ
重

キ
間
柄

二
而
由
緒
有
之
者
之
儀
は
、
傍
輩
間
之
養

二
〆
取
組
仕
度
段
、
先
達
而
内
窺
申
出
、
御
讃
段

之
上
道
理
至
極
之
筋

こ
お
ゐ
て

ハ
可
被
差
免
」

(『福
原
家
文
書
』
中
巻

一
八
七
頁
)
と
、
制
限
付

き
な
が
ら
地
下
人
と
の
養
子
取
組
を
み
と
め
て
い

た
。

(23
)

以
下
分
析
す
る
実

・
養
父

・
実

・
養
母
父
兄

の
禄
高
は
分
限
帳
が
残
る
年
の
禄
高
。
禄
高
が
複

数
得
ら
れ
た
場
合
は
近
い
年
代
を
優
先
。
変
名
し

た
個
人
は
姓
氏

・
通
称

・
諱
か
ら
由
緒
書
も
援
用

し
て
特
定
。
清
末
藩
は
一
万
石
の
小
藩
に
藩
士
分

限
帳
が
多
数
残
存
し
て
い
る
た
め
、
禄
高
の
情
報

の
検
索
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

(24
Y

徳
見
光
三

『清
末
藩
史
話
』
長
門
地
方
史
料

研
究
所
、

一
九
七

一
年

(25
)

養
子
相
続
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
し
、
養
父

禄
高
を
若
干
減
ら
し
て
相
続
さ
せ
る
藩
も
あ

っ
た

が
、
清
末
藩
で
は
養
子
で
も
実
子
で
も
相
続
に
有

利

・
不
利
は
な
か
っ
た
。

(26
)

一
八
二
〇
年
よ
り

一
八
五
四
年
頃
の
ほ
う
が
、
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禄
高
の
相
関
係
数
の
値
が
低
下
し
て
い
る
。
特
に

婚
姻
に
は
変
化
が
み
ら
れ
、
幕
末
に
閉
鎖
性
が
緩

ん
だ
可
能
性
は
あ
る
が
事
例
数
が
少
な
く
断
定
は

慎
み
た
い
。

(27
)

大
石
慎
三
郎

『将
軍
と
側
用
人
』
講
談
社
、

一
九
九
五
年
、
六
頁

(28
)

山

口
県
文
書
館

『山

口
県
史
料
』
近
世
編

法
制
下
、
七
二
八

・
七
二
九
頁

天
保
十
年
十
二
月
二
十
六
日
付
、
清
末
藩
法
令

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(29
)

一

.
腑個
亠豕
亠十
着
弓
丁
の
患傷
.
逝
市不
猥

二
柞
一域
、

一

向
続
キ
も
無
之
下
輩
の
者
を
致
養
親

・
養
子

取
組
仕
候
族
も
有
之
様
相
聞
、
不
埒
之
事

二

候
、
畢
竟
、
養
子
之
儀
は
先
祖
巳
来
大
切
之

家
を
続
せ
候
事

二
候
故
、
実
子
無
之
者
養
子

仕
候
節
は
、
血
縁
の
者
養
子

二
可
仕
候
、
人

柄
ヶ
様
之
続
と
申
儀
を
届
書

二
書
載
可
被
差

出
候
、
若
又
、
血
縁
之
者
無
之
候

ハ
・
、
惣

応
の
用
立
候
者
取
組
可
申
候
、
格
式
違
候
も

の
養
子
の
儀
は
御
制
禁
も
有
之
候

へ
共
、
血

縁
相
続
の
訳
合

二
候

ハ
・
、
同
格

の
者
養
親

二
相
頼
、
右
之
趣
、
別
紙
を
以
相
願
候

ハ
・
、

依
品
、
届
之
通
可
被
仰
付
候
、
尤
、
婦
人
の

続
は
申
立

二
不
相
成
候
事

下
関
市
立
長
府
図
書
館
所
蔵

「士
族
禄
高
人

別
」

(30
)

笠

谷

和

比

古

『
近

世

武

家

社

会

の
政

治

構

造
』

吉
川

弘
文

館
、

一
九

九

三
年

、

一
六
四

・

一

六

五
頁

(31
)

コ
お

出

昌
=
ρ

甫

冨

い
巴

α
Φ
民
o
h
oD
二
8

Φ
ωω

ヨ

一ヨ
需

江
巴

〇
三
蠧

〉
咢
Φ
9
ω

o
h

ω
8

一巴

ζ
o
ぼ
一一けざ

一
G。
①
。。
山
り
一
一
げ

O
o
一ニ
ヨ
び
一鋤

C
三
タ

勺
お
ω
ρ

一
Φ
①
N

邦
訳

『
科

挙
と
近

世
中

国
社

会

』

平
凡
社

、

一
九

九

三
年
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